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   A 22-year-old female visited our hospital with complaints of pollakisuria and dysuria on 
July 3, 1987. Cystoscopy revealed a tumorous lesion in the urinary bladder. 
   On July, 8 1987, she had urinary retension because of relapse of the tumor from the external 
urethral orifice. Under the diagnosis of urinary bladder tumor, tumorectomy was performed. 
The resected tumor had u steel, smooth surface, was elastic soft, red-purple and 7 g in weight. 
Pathological examination demonstrated the tumor to be composed of spindle-like cells, which 
showed no mitotic figures. Therefore, the tumor was diagnosed as leiomyoma of urinary bladder. 
   In the literature, 67 cases of leiomyoma of the urinary bladder have been reported so far in 
Japan. The patients ages ranged from the 2nd to 8th decade, the peak age being the 4th decade. 
The sex ratio was 5 to 2, females being predominant. Chief complaints were hematuria, pollaki-
suria and dysuria, but prolapse of the tumor from the external urethral orifice was rare, only 3 
cases including our case being reported thus far. Tumorectomy (34 cases, 27 %) or partial 
cystectomy (16 cases, 27%) was performed in many cases, because it was benign. The prognosis 
was good, and there have been no reports stating that it become malignant. 
                                                      (Acta Urol. 35: 1591-1595,1989)










































現 症:身 長152cm,体 重40kg体 格 小,栄 養状 態
中等 度.眼 瞼 お よび 眼 球 結 膜 に 黄 染 お よび 貧血 を認 め
ず,胸 腹 部 理 学 的 所 見 で 異 常 を 認 め な い.外 陰 部 に直
径2.5cmの 弾性 軟,赤 紫 色表 面 平 滑 な球 状 腫瘤 を認
めた(Fig.1).検査 所 見:血 液 所 見 一 般:RBC383
×104/mm3,Hb12.7g!dl,Ht37.O%,WBC5,900
/mm3,Plt232×104/mm3と軽 度 の貧 血 を認 めた,
血 液 生 化 学:T.P.6.29/dl,T-BilOAmg/dl,GOT
281U/1,GPT351U/1,Alp711U/1,LDH2711U
/l,BuN13mg/dl,Cro.8mg/dl,Na139mEq/1,K
4・5mEq/1,Cllo8mEq/1とと くに異 常 を認 め な い.
尿 所 見 ・RBc,多 数/hpf,wBc2～3/hpf,蛋 白
(一),糖(一)と 肉 眼的 血 尿 を認 めた.膀 胱 鏡 所 見 ・
膀 胱 頸 部 前 壁 に うず ら卵 大 の表 面 平 滑 な亜 有 茎 性 球 状
腫 瘤 を 認 め た.x線 検査 所 見 ・胸 部x線 像,異 常 を 認
め な い.DIPに て 上部 尿 路 に水 腎 水 尿管 症 を認 め な
い が,膀 胱 像 お よびCGに て膀 胱 部 に 陰影 欠 損 を 認
め た(Fig.2).入院 後 経 過:入 院 時,外 陰 部 に 認 め
られ た 赤 紫 色 の腫 瘤 の 徒 手 整 復 を 試 た が 不 可 能 で あ
った.そ こで翌 日腰 麻下 に脱 出 した腫 瘤 の9時 の方 向
よ り膀 胱 鏡 を 挿入 し,膀 胱 内 部 お よび腫 瘤 根 部 を観 察
した.膀 胱 粘 膜,尿 管 口 と も異 常 を認 め ず,頸 部 の1
時 の 方 向 よ り亜 有 茎 性 で 表 面 平 滑 の腫 瘤 が突 出 して い
た.外 観 よ り良 性 膀 胱 腫 瘍 と判 断 し,膀 胱 腫瘍 摘 除 術
を施 行 した.腫 瘍 は 粘 膜 下 に存 在 し,周 囲 との境 界は
明瞭 で,腫 瘍 の根 部 を 切 断 す る こ とで 容 易 に摘 除可 能
で あ った,
摘 出標 本:2.5×2.0×2.8cm,重量79,充 実性 で弾
性 軟 で あ った(Fig.3).
病 理 組織 学 的所 見lHE染 色 で は,紡 錘 形 で エ オ
ジ ン好性 の胞 体 と卵 円形 お よび 紡 錘 型 の 核 を 有 す る 比
較的 大 き い腫 瘍 細 胞 が 充 実 性 に 認 め られ た.し か し著
明 な核 異 型 は認 め られ なか った(Fig.4A).Masson
Trichrome染色 で は,比 較 的 単 一 な 紡 錘 型 細 胞 の 充
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佐久間,ほ か:平 滑筋腫 ・膀胱



























Fig.4.病理 組 織 所 見.AlHE染 色(×120)B:
MassonTrichrome染色(×80)C・ 電 子
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